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環境DNA調査とは



送付物の確認

１

＜注意事項＞



調査の流れ

２

＜当日の現場の作業手順＞



１．準備

３



＜採水場所・方法の選定＞
✓ 河川においては安全かつ精度の高い調査を実

現するために調査地点に応じた調査方法を選
定することが重要です。

✓ 河川は護岸がコンクリート等で整備されてい
たり、水際まで植物に覆われていたり、河原
があったりとその構造は様々です。

✓ これらの河川構造に応じて適切な採水方法を
選択する必要がありますが、安全面などを考
慮すると調査地点周辺に橋があるのであれ
ば、橋の上からロープ付き採水カップを用い
て採水することが第一の選択肢になります。

✓ 次ページ以降には、水際へのアクセスが困難
な事例とアクセス可能な場合の事例を紹介し
ているので、調査予定地点の状況と照らし合
わせて適切な採水方法を選択してください。

✓ 河川は水深が浅くても、流れが強いところで
は溺れる可能性が十分にあります。安全を第
一に考え、川の中に入っての採水は原則実施
しないように心がけましょう。
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１．準備



＜採水場所・方法の選定＞

✓ 上記のような河川では両側がコンクリート護岸
や矢板鋼板になっており、水際までアクセスす
ることは危険を伴います。

✓ このような場所で採水する場合には、近くの橋
の上から、おもり・ロープ付き採水カップを落
として採水することが有効です。

✓ なお、橋から採水する場合には、車に注意し、
歩行者の邪魔にならないように採水することを
心がけましょう。

〇水際へのアクセスが困難な例①
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１．準備



＜採水場所・方法の選定＞

✓ 上記のような河川では高さのあるコンクリート
護岸等はないものの、水際が植物に覆われてお
り、河川と陸地との境界がわかりづらいため、
採水のために近づくと誤って川に落ちてしまう
危険性があります。

✓ このような場所で採水する場合についても前
ページ＜河川へのアクセスが困難な例①＞と同
様に近くの橋から採水カップを使って調査する
ことが有効です。

〇水際へのアクセスが困難な例②
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１．準備



＜採水場所・方法の選定＞

✓ 河川によっては親水等を目的として水際まで安
全に近づける階段などを整備している場合があ
り、このような場所では川の近くまでいき、採
水カップを用いて採水することが可能です。

〇水際へのアクセスが可能な例①

〇水際へのアクセスが可能な例②

✓ 調査対象の河川が護岸整備されていない河原で
あれば、水際までのアクセスが容易なため採水
カップを用いて直接採水することが可能です。

✓ このような場所で採水する場合は、ロープ付き
の採水カップを投げるなどして、流れのある場
所の水を採水するようにしましょう。
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１．準備
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＜採水場所到着後の作業＞



２．採水・ろ過

９

＜採水・ろ過に係る基本的な注意事項＞



２．採水・ろ過

10

写真差し替え

＜採水・ろ過手順＞

＜使用するもの＞



２．採水・ろ過
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＜採水・ろ過手順＞



２．採水・ろ過
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＜採水・ろ過手順＞



３．保存・封入
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３．保存・封入
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＜フィルター内の液抜き手順＞



３．保存・封入
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＜フィルター内の液抜き手順＞



３．保存・封入
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＜フィルター内への保存液注入手順＞



３．保存・封入
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＜フィルター内への保存液注入手順＞



４．送付
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４．送付
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＜送付手順＞

クール宅急便

４



４．送付
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＜送付手順＞



トラブルシューティング
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本マニュアルはNPO法人アースウォッチジャパン様よりご
提供いただいた「環境DNAを用いた魚類調査プロジェクト
マニュアル」を基に神奈川県環境科学センターが作成した
ものであり、写真、文章の無断転載を禁止します。
写真の著作権は神奈川県環境科学センター、笠井亮秀、一
般社団法人サスティナビリティセンターまたは環境DNA学
会に属しています。


